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会計区分

（単位：千円）

科目 金額 科目 金額
【資産の部】 【負債の部】

固定資産 36,345,467 固定負債 12,503,065
有形固定資産 35,184,705 地方債等 7,545,391

事業用資産 11,667,748 長期未払金  -
土地 4,697,895 退職手当引当金 443,920
立木竹 78,356 損失補償等引当金  -
建物 16,382,371 その他 4,513,754
建物減価償却累計額 △ 10,098,673 流動負債 1,061,462
工作物 1,323,630 1年内償還予定地方債等 763,988
工作物減価償却累計額 △ 873,851 未払金 117,730
船舶  - 未払費用 10,702
船舶減価償却累計額  - 前受金  -
浮標等  - 前受収益  -
浮標等減価償却累計額  - 賞与等引当金 140,269
航空機  - 預り金 28,766
航空機減価償却累計額  - その他 8
その他 203,571 負債合計 13,564,527
その他減価償却累計額 △ 90,555 【純資産の部】
建設仮勘定 45,002 固定資産等形成分 38,541,889

インフラ資産 22,896,892 余剰分（不足分） △ 12,125,529
土地 4,343,686 他団体出資分  -
建物 186,385
建物減価償却累計額 △ 85,128
工作物 29,922,844
工作物減価償却累計額 △ 11,620,713
その他 55,202
その他減価償却累計額 △ 31,303
建設仮勘定 125,919

物品 2,955,015
物品減価償却累計額 △ 2,334,949

無形固定資産 88,567
ソフトウェア 40,787
その他 47,780

投資その他の資産 1,072,195
投資及び出資金 18,724

有価証券  -
出資金 18,724
その他  -

投資損失引当金  -
長期延滞債権 118,033
長期貸付金 97,190
基金 841,834

減債基金  -
その他 841,834

その他 1,017
徴収不能引当金 △ 4,603

流動資産 3,635,120
現金預金 987,514
未収金 160,231
短期貸付金  -
基金 2,196,422

財政調整基金 2,062,001
減債基金 134,421

棚卸資産 5,613
その他 288,552
徴収不能引当金 △ 3,211

繰延資産 300 純資産合計 26,416,360
資産合計 39,980,887 負債及び純資産合計 39,980,887

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結貸借対照表
（令和  6  年  3  月  31  日 現在）

1



 自　令和  5  年  4  月  1  日

 至　令和  6  年  3  月  31  日

会計区分

（単位：千円）

科目 金額

経常費用 14,585,823
業務費用 6,496,220

人件費 1,785,203
職員給与費 1,426,538
賞与等引当金繰入額 138,639
退職手当引当金繰入額 6
その他 220,020

物件費等 4,444,361
物件費 2,876,371
維持補修費 201,757
減価償却費 1,336,135
その他 30,098

その他の業務費用 266,656
支払利息 76,353
徴収不能引当金繰入額 12,701
その他 177,602

移転費用 8,089,603
補助金等 481,324
社会保障給付 7,578,007
他会計への繰出金  -
その他 30,271

経常収益 1,160,153
使用料及び手数料 571,679
その他 588,474

純経常行政コスト 13,425,670
臨時損失 9,870

災害復旧事業費  -
資産除売却損 9,859
投資損失引当金繰入額  -
損失補償等引当金繰入額  -
その他 10

臨時利益 20,154
資産売却益 2,682
その他 17,472

純行政コスト 13,415,385

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結行政コスト計算書
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自　令和  5  年  4  月  1  日

至　令和  6  年  3  月  31  日

会計区分

（単位：千円）
科目 合計

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 26,319,708 39,244,770 △ 12,925,062  -

純行政コスト（△） △ 13,415,385 △ 13,415,385  -

財源 13,102,205 13,102,205  -

税収等 8,641,896 8,641,896  -

国県等補助金 4,460,309 4,460,309  -

本年度差額 △ 313,180 △ 313,180  -

固定資産等の変動（内部変動） △ 757,864 757,864

有形固定資産等の増加 696,358 △ 696,358

有形固定資産等の減少 △ 1,395,636 1,395,636

貸付金・基金等の増加 1,106,231 △ 1,106,231

貸付金・基金等の減少 △ 1,164,817 1,164,817

資産評価差額  -  -  -  -

無償所管換等 47,084 47,084  -  -

他団体出資等分の増加  -  -  -

他団体出資等分の減少  -  -  -

比例連結割合変更に伴う差額 4,383 7,899 △ 3,517  -

その他 358,366 0 358,366  -

本年度純資産変動額 96,652 △ 702,881 799,533  -

本年度末純資産残高 26,416,360 38,541,889 △ 12,125,529  -

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結純資産変動計算書

他団体出資等分
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 自　令和  5  年  4  月  1  日
 至　令和  6  年  3  月  31  日

会計区分
（単位：千円）

科目 金額

【業務活動収支】
業務支出 13,198,996

業務費用支出 5,109,393
人件費支出 1,761,286
物件費等支出 3,088,478
支払利息支出 76,353
その他の支出 183,276

移転費用支出 8,089,603
補助金等支出 481,324
社会保障給付支出 7,578,007
他会計への繰出支出  -
その他の支出 30,271

業務収入 13,983,757
税収等収入 8,614,598
国県等補助金収入 4,271,208
使用料及び手数料収入 566,857
その他の収入 531,094

臨時支出 10
災害復旧事業費支出  -
その他の支出 10

臨時収入 582
業務活動収支 785,333
【投資活動収支】

投資活動支出 755,753
公共施設等整備費支出 619,650
基金積立金支出 136,103
投資及び出資金支出  -
貸付金支出  -
その他の支出  -

投資活動収入 336,735
国県等補助金収入 93,993
基金取崩収入 154,174
貸付金元金回収収入 2,318
資産売却収入 2,682
その他の収入 83,568

投資活動収支 △ 419,018
【財務活動収支】

財務活動支出 777,466
地方債償還支出 753,313
その他の支出 24,153

財務活動収入 392,181
地方債発行収入 392,181
その他の収入  -

財務活動収支 △ 385,285
△ 18,970

981,766
670

963,466

前年度末歳計外現金残高 16,594
本年度歳計外現金増減額 7,454
本年度末歳計外現金残高 24,048
本年度末現金預金残高 987,514

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結資金収支計算書

本年度資金収支額
前年度末資金残高
比例連結割合変更に伴う差額
本年度末資金残高
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連結財務書類にかかる注記 

 

１ 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

  ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

 ア 昭和 59 年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価 

  ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

 イ 昭和 60 年度以後に取得したもの 

  取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

  取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

   ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

  ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

  取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

  取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

なお、一部の連結対象団体（法適用の公営企業会計、地方三公社、第三セクター）においては、原則、

取得原価としています。 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券････････････････････償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

 ア 市場価格のあるもの････････････････････会計年度末における市場価格 

                      （売却原価は移動平均法により算定） 

 イ 市場価格のないもの･･････････････････取得原価（または償却原価法（定額法）） 

③ 出資金 

 ア 市場価格のあるもの･･････････････････会計年度末における市場価格 

                     （売却原価は移動平均法により算定） 

 イ 市場価格のないもの･･････････････････出資金額 

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 水道事業会計においては個別法、㈱吉岡町振興公社においては最終仕入原価法によっています。 

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

   なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

    建物   3年～50年 

    工作物  1年～60年 

    物品   2年～20年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

（ソフトウェアについては、当町における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 

 ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

    ･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 
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 イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

    ･･････････リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

(5) 引当金の計上基準及び算定方法 

② 徴収不能引当金 

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

長期延滞債権については過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。 

長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。 

③ 退職手当引当金 

退職手当債務から、退職手当組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手

当として支給された額の総額を控除した額に組における積立金額の運用益のうち吉岡町町及び連

結対象団体へ按分される額を加算した額を控除した額を計上しています。 

ただし、（社）吉岡町社会福祉協議会においては、全国社会福祉団体職員退職手当基金制度によ

る期末要支給額を計上しています。 

④ 損失補償等引当金 

履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。 

⑤ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額に

ついて、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

(6) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料

総額が３００万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

(7) 資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（３ヶ月以内の短期投資等をいいます。）なお、現

金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。 

(8) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、水道事業会計、下水道事業会計及び㈱吉岡町振興公社については税抜方式によっています。 

 

２ 重要な会計方針の変更等 

該当する変更はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

該当する事象はありません。 
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４ 偶発債務 

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

他の団体（会計）の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っています。 

団体（会計）名 確定債務額 

履行すべき額が確定していない 

損失補償債務等 
総額 

損失補償等 

引当金計上額 

貸借対照表 

未計上額 

群馬県信用保証協会 － 0千円 133,911千円 133,911千円 

計 － 0千円 133,911千円 133,911千円 

(2) 係争中の訴訟等 

該当する事象はありません。 

 

５ 追加情報 

(1) 連結対象団体（会計） 

連結財務書類の連結対象範囲は次のとおりです。 

団体(会計)名 区分 連結の方法 比例連結

割合 

水道事業会計 

地方公営事業会計 全部連結 - 

下水道事業会計 

国民健康保険事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

渋川地区広域市町村圏振興整備組合 

一部事務組合・広域連合 比例連結 

19.58% 

群馬県 

市町村総合 

事務組合 

消防補償等支給事務 1.03% 

消防賞じゅつ金支給事務 1.26% 

災害弔慰金支給等事務 4.82% 

非常勤職員公務災害補償事務 3.85% 

学校医等公務災害補償事務 4.00% 

群馬県市町村会館管理組合 2.86% 

群馬県後期高齢者医療広域連合 1.07% 

吉岡町土地開発公社 地方三公社 全部連結 - 

株式会社吉岡町振興公社 
第三セクター等 全部連結 - 

社会福祉法人吉岡町社会福祉協議会 

連結の方法は次のとおりです。 

① 地方公営企業会計は、全て全部連結の対象としています。 

② 一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としています。 

③ 地方独立行政法人は、全て全部連結の対象としています。 

④ 地方三公社は、全て全部連結の対象としています。 
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⑤ 第三セクター等は、出資割合等が 50％を超える団体は、全部連結の対象としています。 

また、（社）吉岡町社会福祉協議会は、人件費や運営費の相当程度を補助する補助金を交付してい

るほか、業務の大部分を占める委託契約が存在するため、業務運営に実質的に主導的な立場を確保

している団体として、全部連結の対象としています。 

いずれの地方公共団体にとっても全部連結の対象とならない第三セクター等については、出資割合

等や活動実績等に応じて、比例連結の対象としています。ただし、出資割合が 25％未満であって、

損失補償を付している等の重要性がない場合は、比例連結の対象としていない場合があります。  

(2) 出納整理期間 

地方自治法第 235 条の 5 に基づき、出納整理期間を設けられている団体（会計）においては、

出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体会計）との間

で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整し

ています。 

(3) 表示単位未満の取扱い 

千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

(4) 売却可能資産の範囲及び内訳 

ア 範囲 

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

事業用資産  26,830千円（21,256千円） 

土地   26,830千円（21,256千円） 

インフラ資産  3,394千円（     0千円） 

土地    3,394千円（   0千円） 

 

令和 6年 3月 31日時点における売却可能価額を記載しています。 

売却可能価額は、公示地価に基づく評価方法によっています。 

上記の（ 千円）は貸借対照表における簿価を記載しています。 


